
第 3章  対象事業実施 区域及びその周囲の概況

概況の把握は、対象事業実施区域が所在する君津市 と隣接す る市原市を対象 とす る。

3-1 自然的状況

1 気象の状況

(1)気象観測所測定結果    ,
最寄 りの坂畑地域気象観測所 (位 置は図 8-1-1,3参 照)における平成 17年～

平成 26年の 10年間の平均的な気象の状況は、表 3-1-1.1及 び図 3-1-1.1に
示す とお りである。

年平均気温は 14.1℃ で、月平均気温は 8月 に 25,7℃ と最 も高く、1月 に 3.2℃ と

最 も低い。年較差は 22.5℃ である。

年降水量は 2,024 mlllで 、10月 に 331 mmと 最 も多 く、 1月 に 81111nと 最 も少ない。

年平均風速は 1.Om/sで 、4月 に 1.3m/sと 最 も強 く、1月 に 0.7m/sと 最 も弱 くな

つている。

平成 26年における風向の状況は、図 3-1-1.2に 示す ように、北北東～北東～

東北束の風、及び南西の風が卓越 している。風速は南西の風の時に強い。

表 3-1-1,1 気象 の状況

坂畑地域気象観測所 (平成 17年～平成 26年 )

出典 :「 気象庁ホームペー ジ 気象統計情報」 (気 象庁 )
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出典 :気象 庁 ホー ムペ ー ジ 気象統計情 報 よ り作成

図 3-1-1.2 風配図 (坂畑地域気象観測所 平成 26年 )

月

項 目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年

月平均気温 (℃ ) 3.2 4.3 7.7 12.2 16.8 20.3 24 3 25 7 22.1 16 7 10.8 5,6 14 1

月降水量 (llull) 81 121 158 207 198 218 137 109 192 331 135 138 2,024

月平均鳳速 (m/s) 0.7 0,9 12 1,3 1.2 0.9 1.1 1.1 10 0,8 0,8 0.8 1.0

Calm

133%
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図 3-1-1.1 気象 の状況 (坂畑地域気象観測所 )

(平成 17年～平成 26年 (10年 間)の 月別データの平均)
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図 3-1-1.3 地域気象観測所、大気質沢1定局及び大気質等調査地点位置図

出典 :「 平成26年 度 大気環境常時測定結果J

(平成27年 3月 千葉県環境生活部大気保全課)

「
君津環境整備センター建設事業 生 i舌環境影響調査さ」

(平成 13年 1と 月 新井総合施設株式会社 )

「君岸環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書J

(平成21年 5月 新井総合施設株式会社し)

「君津環境整備センター環境訓査年報 J

(株式会社に日鉄ウォーター、日鉄住金環境株式会社 )
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(2)「 H13生 活環境影響調査書」における調査結果

「君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書」(平成 13年 12月 新井総

合施設株式会社)(以 下、「H13生活環境影響調査書」とい う。)に よると、事業実施

区域の北方に隣接 した石塚地点及び南方約 2.0にmの蔵玉地点 (位置は図 3… 1-1.

3参照)において気象調査を行 つてお り、その結果は表 3-1-1.2に 示す とお りで

ある。

最多風向は、石塚地点は夏季が南西、冬季が西南西 と南か ら西寄 りの風向である

のに対 し、蔵玉地点は夏季が西南西、冬季は北寄 りの風 となつている。平均風速は、

夏季が 1.0～ 1.2m/s、 冬季が 0,3～ 0.5m/sと 冬季が弱 くなつている。気温の期間平

均値は夏季が 24.8～ 26.5℃ 、冬季が 7.6～ 7.9℃ となっている。相対湿度は、夏季及

び冬季 ともに調査期間中に雨天 日があつたために、期間平均値が 90～ 93%と 高 くな

っている。

表 3-1-1.2 事業実施区域付近の気象の状況

注)調査年月 日 夏季 :平成 10年 8月 21日 ～27日

冬季 :平成 10年 12月 4日 ～ 10日

出典 :「 君津環境整備セ ンター建設事業 生活環境影響調査書J(平成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )

調 査地点 石   塚 蔵   玉

調査期間 夏  季 冬  季 夏  季 冬  季

有効測定 日数 (日 ) 7 7 7 7

風

向

風

淳

平均風速 (m/s) 1.0 0,3 12 0.5

最大風速 (m/s) 3.2 2.3 29 2.4

最大風速時の風向 SW WSW WSW N

最多風向 SW WSW WSW N

最多風向の出現率   (%) 19,6 13. 1 20,2 9.5

静 穏 率 (%) 33,9 76.2 19.0 60 1

気

温

期間平均値 (℃ ) 24,8 7.9 26.5 7.6

1時 間値の最高値   (℃ ) 29,0 14 2 32.9 14.7

1時 間値の最低値   (℃ ) 20,9 1.7 21 0 00

日平均値の最高値   (℃ ) 26 2 116 28 1 112

日平均値の最低値   (℃ ) 22.6 4.5 24.0 4.1

本目

対

湿

度

期間平均値 (%) 93 90 91 92

1時 間値の最高値   (%) 100 100 100 100

1時 間値の最低値   (%) 73 59 67 52

日平均値の最高値   (%) 98 98 95 100

日平均値の最低値   (%) 87 77 85 82
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(3)君津環境整備センターにおける降水量

君津環境整備センターにおいて測定 されている平成 17年～平成 26年 の 10年間の

年降水量の経年変化は図 3-1-1.4に 示す とお りであり、君津環境整備センターで

は 1,707～ 2,770〔 lul1/年 、坂畑地域気象観測所では 1,514～ 2,37311Ⅱ【1/年 で推移 してい

る。 10年 間の平均年降水量は、君津環境整備センターでは 2,079 11ul1/年 、坂畑地域

気象観沢1所 では 2,02411m/年 となってお り、君津環境整備センターの方がやや多い降

水量 となっている。月別降水量の年変化は図 3 1-1.5に 示す とお りであり、変化

の傾 向は両地点 ともほば同様であ り、月別では 3～ 6月 の春から梅雨期にかけてと 9

～10月 の台風 と秋森期の時期に多 く、特に 10月 が多い。一方、1月 と 8月 の降水量

は少ない。
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図 3-1-1.4 君津環境整備センターにおける年降水量の経年変化
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図 3-1-1,5 君津環境整備 セ ンター にお ける月別降水量の年変化

(平成 17年～平成 26年 (10年 間)の 月別データの平均)
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2.大 気質の状況

(1)一般環境大気測定局測定結果

ア.大気質の測定状況

事業実施区域周辺における人気質の一般環境大気沢J定局は、図 3-1-1.3及 び衣

3-1-2,1に 示す とお り君津俵 田淑1定 局、市原平野沢1定局があ り、同表に示す項 目

を測定 している。

各沢J定 局の事業実施 区域からの距離は、両測定局 とも約 9.5 kmで ある。

表 3 1 2.1 事業実施区域周辺の一般環境大気測定局

測   定   局
用途

地域
測 定 場 所

測 定 項 目

酸
化
硫
黄

酸

化
窒

素

光

化
学
オ
キ
ン

グ
ン

ト

浮
遊

粒
子

)(

物

質

一般環境大気

測定局

君津俵 田 未 君津市俵 田 1110 小櫃 中学校 ○ ○ ○ O

市原平野 そ の他 市原市平野 123 加茂 中学校 ○ ○ ○ ○

注)用 途地域 未 :都 市計画法第 8条 第 1項 第 1号 、第 7号及び第 9号 のいずれにも該当 しない地域

その他 :上 記のいずれにも該当しない地域

出典 :「 平成 26年度大気環境常時測定結果」 (平成 27年 8月 千葉県環境生活部大気保全 ,果 )

イ 環境基準の達成状況

各測定局における大気質の測定結果は、表 3-1-2.2(1)～ (4)に 示す とお りであ

る。

[二酸化硫黄 ]

平成 26年度の二酸化硫黄濃度は、両測定局 とも環境基準の短期的評価 を達

成 している。また、 日平均値の 2%除外値は、君津俵 田沢1定局で 0.002ppm、 市

原平野測定局で 0.004ppmと なってお り、両測定局 とも環境基準の長期的評価

を達成 している。

過去 5年間は両沢1定局 とも環境基準の短期的評価、長期的評価を達成 してい

る。

[二酸化窒素 ]

平成 26年度の二酸化窒素の 1日 平均値の年間 98%値 は、君津俵 田測定局で

0,017ppm、 市原平野測定局で 0.014ppmと なつてお り、両測定局 とも環境基準

を達成 している。

過去 5年間は両測定局 とも、環境基準を達成 している。
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[光 化学オキシダン ト]

平成 26年度の光化学オキシダン トの昼間の 1時間値が 0.06ppmを 超 えた 日

数 と時間数は、君津俵 田測定局で 47日 、262時 間、市原平野測定局で 58日 、

358時 間となってお り、両浪1定 局 とも環境基準を達成 していない。

過去 5年間は両浪1定 局 とも環境基準を達成 していない。

[浮 遊粒子状物質 ]

平成 26年度の浮遊粒子状物質濃度は、両測定局 とも環境基準の短期的評価

を達成 している。また、 日平均値の 2%除外値は、両沢1定 局 とも 0.042mg/ば と

なってお り、環境基準の長期的評価 を達成 している。

短期的評価 は、君津俵 田測定局で平成 25年度を除き環境基準を達成 してい

る。市原平野淑I定局は平成 22～ 25年度は環境基準を達成 していなかったが、

平成 26年度 は達成 している。長期的評価 では、過去 5年間は両測定局 とも環

境基準を達成 している。

表 3-1-2.2(1)大 気質の状況 (二 酸化硫黄 )

注 1)短期的評価による環境基準 との比較 :○ は短期的評価による環 局 間値が 0 100ppm以 下で、
かつ、日平均値が 0 040ppm以 下である測定局) ×は短期的評価による環境基準未達成局

2)長期的評価 「2日 連続の有無※J:日 平均値が 0 040ppmを 超 えた日が 2日 以上連続 したことの有無
3)長期的評価による環境基準 との比較 :Oは長期的評価による環境基準達成局 (日 平均値の 2%除 外値が

0.040ppm以 下で、かつ、 日平均値が 0 040ppmを 超えた 日が 2日 以上連続 していない測定局) Xは 長期
的評価による環境基準未達成局

出典 :「 平成 26年度大気環境常時測定結果」 (平成 27年 8月 千葉県環境生活部大気保全課 )

短期的評価 長期的評価

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度

用

途

地

域

1時間値が
0.10ppmを
超えた時間

数

(時 間 )

日平 均 値
が 0 04ppm
を超 えた 日

数

(日 )

騨卵
環
と

測

定

局

年
度 22 23 24 25 2C 22 23 24 25 2G 22 23 24 25 26

騨陣郷塩くｐｐｍ，

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

ヨ平均
値の
2%除
外値
(ppm)

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

日平境
値の
2%除
外値
(ppm)

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

日平境
値の
2%除
外値
(ppm)

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

醇陣鵜釉くｐｐｍ＞

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

君津

俵 田
未 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ ○ C) ○ ○ 0003 任

ヽ
○ 0003 征 ○ 0002 任 ○ 0003 径 ○ 0002 毎 ○

他

恋C
0

市

平

原

野
0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ ○ O ○ O 0004 4L ○ 0004 4[ ○ 0005 鉦 ○ 0.005 任 ○ 0004 径 ○
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平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度平成 22年度 平成 23年度

境
準
の
較

環
基
と
比

環
目
値
の
較

県
児
際
と
比

用

途

地

域

t日 平均
直の年間
98%値
(ppm)

境
準

環
甚
との
,ヒ 窮莞

環
目
値
の
較

県
境
標
と
比

1日 平均
値 r′ぅ年間
98%値
(ppm)

巽境
基準
との
比較

環
目
値
の
較

県
境
慄
と
比
］蜘蜘ｔｐｐｍ，

環境
基準
との
レヒ較

環
目
値
の
較

県
境
標
と
比

境
準
の
較(ppm)

1日 平均
値の年間
98%値

環
目
値
の
較

県
境
標
と
比
］］蜘ぐｐｐｍ，

測定局

0017 O ○未 0019 O ○ 0017 O ○ 0021 ○ ○ 0015 ○ ○君津俵 田

○ ○0016 ○ ○ 0017 ○ ○ 0019 ○ ○ 0014 O ○ 0014市原平野
その

他

表 8-1-2.2(2)大 気質の状況 (二 酸化窒素 )

と 1)環境基準との比較 IOは県境基準達成局 (1日 平均値の年間 98% が 0 000ppm以 下の測定局 )

×は環境基準未達成局
2)県環境 目標値との比較 :○ は県環境 目標値達成局 (1日 平均値の年間 98%値 が 0 040ppm以 下の測定局 )

×は県乗境 目標値未達成局

出典 :「 平成 26年度大気環境常時測定結果」 (平 成 27年 8月 千葉県環境生活部大気保全課 )

表 3-1-2.2(3)大 気質の状況 (光化学オキシダン ト)

注 1)環境基準との比 Oは 乗境基準達成局 (1時 間値が 0 06ppm以 下の測定局) ×は環境基準未達 局

2)本表の糞境基準 との比較は年間の昼間 (b時 ～20時 )につ いく測定時間が ど,Υ bU時間以上の測定局で評価 され

ている。
3)時 間達成率 =(昼 間の環境基準達成時間/昼間の測定時間)× 100(%)

出典 :「 平成 26年度大気環境常時測定結果」 (平 成 27年 8月 千葉県環境生活部大気保全課 )

表 3-1-2.2(4)大 気質の状況 (浮遊粒子状物質)

注 1)短期的評価による環境基準との比較 :Oは短期的評価による環 準 局 聞 が 0 200mg/∬ 以下

で、かつ、日平均値が 0 100 mg/♂ 以下である測定局) ×は短期的評価による環境基準未達成局

2)長 期的評価 「2日 連続の有無※J:日 平均値が 0 100 mg/∬ を超えた 日が 2日 以上連続 したことの有無

3)長 期的評価による環境基準 との比較 :Oは長期的評価による環境基準達成局 (日 平均値の 2%除 外値が

0 100mg/∬ 以下で、かつ、日平均 l首Lが o100 mg/∬ を超 えた 日が 2日 以上連続 していない測定局 )

×は長期的評価による環境基準未達成局

出典 :「 平成 26年度大気環境常時測定結果」 (平成 27年 8月 千葉県環境生活部大気保全課 )
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較

時間
達成
率
(%)

日 時 間

環
境
基
準
と
の
比
較

(%)

時間
達成
率

測定

局

用

途

地

域

日 時 間

環
境
基
準
と
の
比
較

嘲勧率∽
日 時 間

環
境
基
準
と
の
比
較

時間
達成
率
(%)

日 時 間

環
境
基
準
と
の
比
較

時 間
達成
率
(%)

124 × 97,7 9 21 × 996 61 299 × 945 47 262 × 952君津

俵田
未 16 47 × 99 1 27

× 94.6 48 228 × 958 64 307 × 94,4 58 358 × 934市原

平野

その

他
65 381 × 980 54 293

短期的評価 長期的評価

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 2馬 年度 平成 26年庁

用

途

地

域

1時 間値が

0 20mg/だ

を超えた時

間数 (口寺聞 )

日平均値
力式0 10mg/

∬を超えた

日教 (日 )

環境基準
との比較

環
境
基
準
と
の
比
較

醐陣辮却くｍｇ／ｎ

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

23 24 25 26 22 23 25 22 23 24 25 26

脚脱鵜釉ぐｍｇ／ｎ

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

日平均
値の
2%除
外値
(mg/
∬)

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

日平境
値の
2%除
外値
(mg/
だ)

２
日
連
続
の
有
無
※

環
境
基
準
と
の
比
較

醐陣鵜獅ぐｍｇ／ｎ

２
日
連
続
の
有
無
※

測

定

局

写
度 22

× Э 0050 鉦 ○ 0047 毎 ○ 0038 征
ヽ

○ 0052 径
ヽ

O君津

俵田
未 0:010:110 0:0:0:0 0 O O Э

3 0 0 0 0 0 0 × × × × O 0066 任
小

○ 0052 征 ○ 0044 lL ○ 0063 任 ○

0042 毎 ○

0042 任 ○
市原

平野
往
他

4 6 1
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ウ 大気質の経年変化

平成 22～ 26年度における年平均値等の経年変化は、表 3-1-2.3に 示す とお り

である。

二酸化硫黄は、君津俵 田測定局では 0.001ppm、 市原平野沢1定 局では 0,002ppmで

横ばいが続いている。

二酸化窒素は、君津俵 田測定局では 0.006～ 0,007 pp皿 で横ばいが続いていたが、

平成 25年度以降は 0.005 ppmと 若千減少 している。市原平野測定局は横ばいである。

光化学オキシダン トの昼間の 1時間値が 0。 12ppm以 上の 日数は、両測定局 とも平

成 24年度までは 0日 が続いていたが、平成 25年度以降は君津俵田測定局では 1～ 2

日、市原平野沢1定 局では 1日 となつている。

浮遊粒子状物質は、君津俵 田測定局では 0.015～ 0,017 mg/ポ でほぼ横ばい、市原

平野測定局では増減を繰 り返 しなが らも減少傾向にある。

表 3-1-2.3 大気質の経年変化 (年 平均値等 )

注)昼間の 1時間値が 0 12ppm以 上の 日数

出典 :「 平成 26年 度大気環境常時測定結果J(平成 27年 8月 千葉県環境生活部大気 l果 全課 )

項  目 種  別 沢1定 局 平成 22年度 羽或23年度 羽或24破 平成 25年度 平成 26年度

二酸化硫黄
年平均値

(ppm)

君津俵 田 0,001 0,001 0 000 0 001 0.001

市原平野 0 002 0.002 0.002 0.002 0.002

二酸化窒素
年平均値

(ppm)

君津俵 田 0 007 0.006 0.007 0 005 0.005

市原平野 0.005 0 005 0,005 0,005 0.004

光化学オキシダ
ン ト

超過 日教
注)

(日 )

君津俵 田 0 0 0 2 1

市原平野 0 0 0 1 1

浮遊粒子状物質
年平均値

(mg/♂ )

君津俵 田 0,017 0.016 0.015 0,016 0 015

市原平野 0 019 0.018 0.016 0 018 0 014
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(2)「 H13生 活環境影響調査書」における調査結果

「H13生活環境影響調査書」によると、事業実施区域の北方に隣接 した石塚地点

及び南方約 2.O kmの蔵玉地点 (位 置は図 3-1-1.3参 照)に おいて大気質調査を行

つてお り、その結果は表 3-1-2.4に 示す とお りである。

二酸化窒素の 1時間値の最高値は、冬季の 0,056ppm、 日平均値の最高値は冬季の

O.022 ppmで あ り、環境基準を下回る値 となっている。

浮遊粒子状物質は、2地点とも、各季節で環境基準を下回る値 となつているc

粉 じんは、夏季が 0,016 mg/ポ で、冬季が 0.023 mg/が と冬季が 0,007 mg/ポ 高 くな

っている。

表 3-1-2.4 事業実施区域周辺の大気質の状況

【二酸化窒素】

【浮遊粒子状物質】

【粉じん】

注)調 査年月 日 夏季 :平成 10年 8月 21日 ～27日

冬季 :平成 10年 12月 4日 ～10日

出典 :「君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書J(平成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )

「 百 日

調査地点

期 間

右 軸 潮 市

日  教

(日 )

堂月F百日

平均値

(ppm)

1時 間 イ古 の 畢 菖 イ古 日 豆 伽 イl甘 の 畢 菖 イ盲

濃度 (ppm) 出現 日時 濃度 (ppm) 出現 日

蔵  玉

夏 季 7 0.003 0.010
8/21 14H寺

8/22 20日寺
0,005 3/22

冬 季 7 0.014 0.056 12/8 14R寺 0 022
12/5

12/8

調査地点

期 間

有効測 定

日  数

(日 )

期 間

平均値

(mg/ポ )

1時 間値の最高値 日平均値の最高値

濃度 (mg/ポ ) 出現 日時 濃度 (mg/∬ ) 出現 日

石  塚
夏季 7 0 022 0 085 8/22 11日寺 0,057 8/22

冬 季 7 0 026 0 134 12/8 14日寺 0,052 12/8

蔵  玉
夏 季 7 0,026 0.119 8/21 17日寺 0.052 8/22

冬 季 7 0.026 0 129 12/8 14日寺 0 055 12/8

項 目

調査地点

期 間

有効測定

日  教

(日 )

期間

平均値

(mg/ポ )

最高値 最低値

濃度 (mg/ポ ) 出現 日 濃度 (mg/ド ) 出現 日

石  塚
夏 季 7 0 016 0 042 8/22 0,006 8/24

冬 季 7 0 023 0,043 12/8 0.013 12/6
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(3)「 H21環境影響評価書」における調査結果
「君津環境整備センター増設事業に係 る環境影響評価書」(平成 21年 5月 新井総

合施設株式会社)(以 下、「H21環 境影響評価書」とい う。)に よると、林道戸面蔵玉

線 (蔵玉集落)(図 8-1-1.3参 照)で 実施 した大気質調査結果は、表 3-1-2.5
(1),(2)に 示す とお りである。

二酸化窒素の 日平均値の最高値は冬季調査における 0.016ppmで あ り、環ド兄
‐
基準 (1

時間値の 1日 平均値が 0.04か ら0.06ppmま でのゾーン内又はそれ以下であること。)

及び県環境 目標値 (日 平均値の年間 98%値が 0.04ppm以下)を 下回つている。

また、浮遊粒子状物質は、 1時間値の最高値は春季調査における 0.090mg/ポ 、日

平均値の最高値は冬季調査における 0.036 mg/∬ であ り、いずれ も環境基準 (1時
間値の 1日 平均値が 0.10 mg/ポ 以下であ り、かつ 1時間値が 0.20 mg/∬以下である

こと。)を 下回つている。

表 3-1-2.5(1)大 気質測定結果 (二酸化窒素 )

君 環境整備センター増設事業に係る環境影
(平 成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-2.5(2)大 気質測定結果 (浮遊粒子状物質 )

出典 :「君津環境整備センター増設事 に る 環 影響評価書」
(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

出

期間
平均値

1時間値
の最高値

日平均値
の最高値

日平均値 が
0.04ppm以 上
0 06ppm以 下
の 日数 とその

割合

日平均値 が
0.06ppmを
超 えた 日数
とそ の割合

地 点名 季 節

ppm ppm ppm 日 % 日 %
夏 0,003 0.017 0.004 0 0.0 0 00

秋 0.008 0,031 0,014 0 0,0 0 00
匁 0.009 0 048 0 016 0 0,0 0 0.0

春 0.005 0.038 0,014 0 0.0 0 0,0

林道戸面

蔵玉線

(蔵 玉集落 )

年 0 006 0 048 0 016 0 00 0 0.0

期間
平均値

1時 間値
の

最 高値

値
値

均
高

平
最

日
の

1時間値が
0,20mg/m3を
超 えた時間数
とその割合

日平均値が
0 10mg/m3を
超 えた 日数 と

その割合
地点名 季 節

mg/m3 mg/m3 mg/m3 時 間 % 日 %
夏 0.016 0.071 0.027 0 0.0 0 0.0

秋 0.012 0.034 0.016 0 0.0 0 00

烈 0 023 0,067 0.036 0 0.0 0 0.0

春 0,016 0.090 0.031 0 0.0 0 0.0

林道戸面

蔵 玉線

(蔵 玉集落 )

年 0,017 0.090 0.036 0 0.0 0 0,0
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(4)君津環境整備センターにおけるモニタリング調査結果

君津環境整備センターでは、平成 16年 4月 の開設以来、図 3-1-1,3に 示 した

既設埋立地の敷地境界及び南方約 2.O kmの 蔵玉において大気質のモニタリングを行

ってお り、年報 としてま とめられている。最近 5年間の測定結果は、表 3-1-2.
6に示す とお りである。

二酸化窒素の 1日 の平均値は 0.006～ 0.023 ppmで あ り、2地点 とも環境基準を下

回る状況にある。

浮遊粒子状物質の 1時 間値の最高値は、0.009～ 0.063 mg/♂ 、1日 の平均値は 0,004

～0.022 mg/ポ であり、2地点 とも環境基準を下回る状況にある。

表 3-1-2.6 大気質モニタ リング調査結果

注 1)測 定時間 7時 ～18時

2)環境基準

二酸化窒素 「1時 間値の 1日 平均値が 0.04か ら 0 06ppmま でのデーン内叉イすそ泊1以 下である ,ル 。

浮遊粒子状物質 :1時 間値の 1日 平均値が 010皿 g/ゴ 以下であ り、かつ 1時 間値が 0.20 mg/ポ 以下で

あること。

出典 :「 君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」 (平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社 )

(5)ダイオキシン類の状況

事業実施区域周辺における平成 25年度の大気中のダイオキシン数濃度測定結果

は、表 3 1 2.7に 示す とお り、市原平野局において年間平均値 0,012pg TEQ/だ

であり、環境基準を達成 している。

表 3-1-2,7 大気 中のダイオキシン類浪J定結果 (平成 25年度 )

(単位 :pg TEQ/∬ )

調査地点 年間平均値 沢1定 回数 環境基準適否 環境基準

市原平野局 0.012 4回 (各 季節 ) 適 0.6以 下

出典 :「 平成 25年度 ダイオキシン類に係る一般大気環境調査結果について」 (平成 26年 8月 千葉県 )

調査 地 点
調 査 日

項 目

H22年度

(H23.1)

H23年度

(H24 1)

H24年 度

(H25.1)

H25年度

(H26.1)

H26年 度

(H27.1)

敷地境界

(既設埋立地)

_眩 1し 4糸

(ppm)

1日圭 F_=1結 ゐ 星 童 イ甘 r、  r、 9r、 ∩ r、 9∩ ∩ r、 9R rⅢ  ∩「xA

1日 の平均値 0.007 0.016 0,012 0,017 0.023

浮遊粒子状物質

(mg/ポ )

1時間値の最高値 0,017 0.063 0.027 0.033 0 021

1日 の平均値 0,007 0.022 0,009 0 017 0.013

蔵 玉

二酸化窒素

(ppm)

1時間値の最高値 0,014 0.019 0 012 0 026 0 023

1日 の平均値 0.009 0.014 0.006 0 013 0,013

浮遊粒子状物質

(mg/∬ )

1時 間値の最高値 0.022 0.015 0 009 0.013 0,025

1日 の平均値 0,005 0 007 0.004 0,006 0 011

3-12



3 水象の状況

事業実施区域周辺の河川は図 3-1-4.1に 示す とお りであ り、主な河川 としては、

事業実施区域の西方に二級河川の小櫃川が、東方に二級河川の養老川がそれぞれ南か

ら北に流れてお り、いずれ も東京湾に注いでいる。

事業実施区域の雨水等は小櫃川の支川である三級河川の御腹川に流入 している。

4.水質の状況

(1)公共用水域水質測定結果

ア 生活環境項 目

(ア )水質の測定状況

事業実施区域周辺の公共用水域における水質 (生活環境項 目)の状況は、表 3

-1-4.1(1)～ (5)に 示す とお りであ り、調査地点の位置は図 3-1-4.1(地 点

1～ 14)に 示す とお りである。

類型指定が されている調査地点での環境基準の達成状況は、以下の とお りであ

る。

水素イオン濃度 (pH)は 、全地点で達成 している。

溶存酸素量 (DO)は 、亀 山ダム貯水池の堤体直上流部 と亀山大橋 は達成 してい

ないが、他の地点は達成 している。

生物化学的酸素要求量 (BOD)は 、河川の全地点で環境基準を達成 している。

化学的酸素要求量 (COD)は 、亀 山ダム貯水池の企ての地点で環境基準を達成 し

ていない。

浮遊物質量 (SS)は 、河川では達成 しているが、亀山ダム貯水池の新釜生橋、小

月橋以外の地点では達成 していない。

大腸菌群数は、環境基準を達成 しているのは河川では西賀和橋、亀 山ダム貯水

池では亀山ダム堰堤、亀山大橋のみであ り、それ以外の地点では達成 していない。

亜鉛については、全ての地点で環境基準を達成 している。
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(麦 3-1 1 ■に対応 )

水質班往調査地点 (1姥 1崇境影響評価書調査 (地′点(}～じ)

(表 3-1-■  5,6 ti対 J′ t、 )
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1君津環境整備センター増設事業ti係 る環境影響評価書_

(.r成 21年 5月 新井総合施誠株式会社)
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表 3-1-4.1(1)水 質の状況 (平成 25年度 :生活環境項 目等 )

注 m:環 準値を超える検体数、 n t総
2)(県 ):県 による測定、 (市):市 による渕l定

3)く 1定 量下限値未満
4)環境基準との比較は、 BOD、 CODは 75%値 、他の項 目は平均値で行 つている。
5)*:蔵南橋は、平成 24年 度まで小櫃川水系 として設定 されていた新釜生橋が平成 25年度より亀山湖 としての

測定点に変更され (表 3-1-4 1(4)参 照 )、 かわってその上流に蔵南橋が新設 された。
出典 :「公共用水域水質測定結果データベース」 (千 葉県環境生活部ホームページ)

「平成 26年度版 きみつの環境」 (平成 27年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )

「平成 26年版 いちは らの環境J(平成 27年 3月 市原市 )

なお、県の「公共用水域水質測定結果データベースJで は平成 26年 度のデータが公表 されているが、市公表
のデータと年次を合わせるため、県についても平成 25年度のデータを掲載 した。

(上 記の注及び出典は、表 3-1-4 1(2)～ (5)に おいても同様 )

1

水 域 名 /卜 櫃 )‖

地 点 名
橋
＞

生
県

門
く

蔵雨僑
ホ

(君 津市 )

雨ウ
(君 ≠

鳶橋
≧市 )

岩 田橋
(県 )

地点番号 (図 31-4.11こ対耐 1 2 3 4

類 型  (達成期間 ) A (イ ) A(イ ) A(イ ) A(イ )

最小～最大 8 1～ 8 4 6 9～ 8 6 6.6～ 8.0 7 9-8 1
m/n 0/4 2/12 0/12pH

平均値 83 8,0 76

0/12

80

最小～最大 8 1～ 13 9 1-12 8 8.3～ 11.9 7 3～ 12

m/n 0/4 0/12 0/12 1/12
(mg/L)

DO

平均値 10 10, 7 100 9,4

最小～最大 〈0 5-0 9 〈0,5-1,0 05～ 17 0 5～ 2 2
m/n 0/4 0/12 0/12 1/12

BOD
(mg/L)

平均 l百L(75%l百L) 06(05) 07(08) 1.1 1.2) 12 16

最小～最大 2.5～ 4 1 3 1～ 7 4
(mg/L)
COD

平均値 34 47

最 小 ～ 最 大 く1-1 (1～ 6 3-110 2～ 15

m/n 0/4 0/12 1/12 0/12
SS

(mg/と )

平均値 1 2 16 6

最小～最大 130-3,300 4,600 490-33,000
m/n 1/4 1/1 10/12

大腸菌群数
(MPN/100mし )

平均値 1,100 4,600 10,000

最小～最大 0 41-0 67 043-091 0 57-0 99 0 69-1 2全窒素
(mg/L) 平均値 0 54 0 68 0 80 0 85

最小～最大 0 045-0 083 0 043-0,11 0 067-0 16 0 092-0 18全 リン

(mg/L) 平均値 0 066 0 074 0 10 0 12

最小～最大 (0,001⌒V0 003 0 005 0 001-0 008
m/n 0/4 0/1 0/4

企亜鉛
(mg/L)

平均値 0 002 0 005 0 003
最小～最大 9-16塩化物 イオン

(mg/L) 平均 値 13

最 小 ～最 大 23-29電気伝 導率
(mS/m) 平均 値 26
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表 3-1-4.1(2)水 質の状況 (平成 25年度 :生活環境項 目等 )

表 3-1-4.1(3)水 質の状況 (平成 25年度 :生活環境項 目等 )

水  ' 見 名 川ヽ |

地 点 名
岩 田橋
(君 津市 )

西賀和橋
(君 津市 )

御腹川僑
(県 )

御腹川橋
(君 津市 )

3-1-4 1 4 5 6 6

類  型  (i 戒 期 間 A (イ ) B(口 ) A くμ A ロ

pH

6 3～ 8 0 5 9～ 7 7 7 7～ 8.2 6 2～ 7.8

1/12 2/12 0/12 1

半

"
,値 75 7.0 79 73

DO
(mg/L)

79～ 117 83へ■ 15 6 7～ 12 7.6-11 8
0/12 0/12 2/12

平 ツ〕値 96 97 95 99

BOD
(mg/L)

小 ～ く0 5-1 8 〈0,5-2 2 06～ 16 く0 5-1 6
in/n 0/12 0/12 0/12 0/12

5 1 1(13) 10(12) 10 1.1 1,0(10)
COD
(m自 /L)

小 ～ 2 5-6 2
39

SS

(mg/L)

小 ～ 2-100 2-100 2-11 2-60
m/n 1/12 2/12 0/12 1/12

916 16 4

大腸菌群教
(MPN/100mL)

4,900 1,400-49,000
m/ n

平均 値 4,900 16,000

全窒素
(mg/L)

最 小 ～最 大

平均値

061～ 10
0 80

0 62～ 1 1 0 68～ 1 0 0 65-1 1
O υ0 0 84 0 90

全 リン

(mg/し )

0 0も6-0 1r 0 077-0 16 0 049-0 10 0 048-0 10
半 〕′,イ両 0 11 0 11 0 072 0 070

全亜鉛
(mg/L)

0 004 0 001-0 005
m/ n 0/1 0/6

半

'
,イ直 0 004 0 003

塩化物イオン

(m質 /L)

12-16
平 ツ,イ直 13

電気伝導率
(mS/m)

小 ～ 29-45
37

水  を 御腹川 養老川 石神川 沢 川

地 点 名
日出沢川
(君 津市 )

持田崎橋
(市 原市)

大畑台橋
(市 原市 )

喜人郎橋
(市原 市 )

3-1-4.1 7 8 9 10

類  型  ( 成 期 間 ) A (イ )

pH
最 小 ～最 大 7.9～ 8 4 7 8～ 8 0 7 8-8 0
m/n 0/12

半幻恒 82 'rυ r tJ

DO

(mg/L)

最 小 ～最 大 9 0～ 12 8 3 6～ 9,7 7 3～ 10 1

n1/n 0/12

平均値 10 3 72 86

BOD
(mg/L)

最 小 ～最 大 く0 5-2 0 0 8～ 4 7 08～ 33
m/n 0/12

平均値 (75%値 ) 10(1.2) 25(35) 17(22)
COD
(mg/L)

最小～最大 2 8～ 6 3 3.6-12 1 2-4 3
平均値 40 6.6 28

SS

(mg/L)

最小～最大 く1‐V5

0/12

〈1～ 6 1～ 4

m/n
T均値 2 3 2

大腸菌群数
(MPN/100mL)

最小～最大 3,300 240-49,000 460-49,000 240-70,000
m/n 9/12

平 均値 3,300 11,000 13,000 17 000

全窒素
(mg/L)

最 小 ～最 大 0 95-1 6 1,8～ 5 8 1 0～ 2 3

平均値 1 3 3.9 1.5

全 リン

(mg/L)
最 小 ～最 大 0 094-フ 0 22 0 50-3,0 0 15-0.44

0 24平均値 0 17 1 1

全亜鉛
(mg/L)

最小～最大 0 003

0 003

0 001-´ 0 041

m/n 0/12

平均 l泊L 0 006

塩化物イオン

(mg/L)

最 小 ～最 大 8～ 16

平均値 14

電気伝導率
(mS/m)

最小～最大 18-38 31～ 54

44

28-31
29半 幻 l百 32
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表 3-1-4.1(4)水 質の状況 (平成 25年度 :生活環境項 目等 )

表 3-1-4.1(5)水 質の状況 (平成 25年度 :生活環境項 目等 )

く ) 名 ム

地  点 名
堤 l本 直上流部

(県 )

亀山ダム堰堤
(君 津市 )

亀 山大橋
(県 )

亀山大橋
(君 津市)

地 点番 号 ([ 3-1-4 1に 対ナ芯 ) 11 ll 12 12

類 :成期 間 ) A(ハ ) A A A(ハ )

pH
最 小 ～最 大 7 3～ 8 9 7.0～ 8 9 7 2～ 9 0

m/n 3/24 1 4 24
平均値 78 80 79

DO
(mg/L)

最 小 ～最 大 0 7-13 6 9～ 12 7 〈0 5～ 12

m/n 12/24 2/12 12′ 4

平均値 69 95 72

COD
(mg/L)

最 小 ～最 大 4 8-9,8 5.1～ 8,9 4 8～ 10

m/n 24/24 12/12 24/24
平均 値 (75%値 ) 64(66) 66(74) 69(74)

SS
(mg/L)

最 小 ～最 大 1-34 1-49 3-37
m/n 10/24 5/12 17/24
平均値 7 10 9

大腸菌群数
(MPN/100mL)

最小 ～最 大 33-24,000 330 49-′ 1,700 330
m/n 4/24 0 1 2/8 0/1
平均値 1,600 330 540 330

全窒素
(mR/L)

最小 ～最 大 0 38-1 2 0 35-0,80 0 58-1 3
平均 I直 0 67 0 62 0 81

全 リン

(mg/L)
0 024-0 11 0 025-0.088 0.028-0,26

0 046 0 044 0 075

全亜鉛
(mg/L)

最 小 ～最 大 0 001-0 006 0 006 0 002ハ∀0 007 0 007
m/n 0/6 0/1 0ノ 4 1

0 007平均値 0 003 0 006 0 004
塩化物イオ ン

(mg/L)
最 小 ～最 大 12-32 10～ 27

平均値 18 17

電気伝導率
(mS/m)

最 小 ～最 大 16～ 35 13～ 35
平均値 24 24

水  左 名 ム

地 点 名
新釜生 |

(君 津ヨ
小月橋
(県 )

小月橋
(君 津市 )

3-1-4 1 13 14 14

A A (ハ ) A(ハ )

pH
最 小 ～ 最 大 6 7-8 5 7 3～ 911 7 1-9 2

m/n 0/12 2/24 4/12
平均 値 79 7,8 8 1

DO
(mg/L)

最小～最大 8 8-′ 12,7 0 8～ 12 67-134
m/n 0/12 10/24 2/12
平均値 106 7.3 9 6

COD
(mg/L)

最小～最大 2,4-6 3 5 1～ 11 5 5～ 10 0
m/n 9/12 24/24 12/12

67(7半幻恒 (75%イ直) 39(39) 66(70

SS

(mg/L)

最小～最大 〈1～ 6 2～ 14 2-34
12m/n 1/12 7/24

平均 値 2 5 7

大腸菌群数
(MPN/100mL)

最 小 ～ 最 大 49-790
m/n
平 均 値 300

全窒素
(mg/L)

最 小 ～ 最 大 0 45-0 92 0 45-0 86 0 36-0 85
平均 値 0 66 0.64 0,62

全 リン

(mg/L)
最 小 ～ 最 大 0 044-0. 11 0.025-0 83 0,028-′ 0.089

平均 値 0 070 0 042 0 047

全亜鉛
(mg/L)

最小～最大 0 003-0 005
m/n 0/4

0 004平均値
塩化物 イオン

(m富 /L)
最 小 ～最 大 10～ 33

平均 値 18

電気伝導率
(mS/m)

最 小 ～最 大 14-34
半均 値 23
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(イ )水質の経年変化

事業実施区域の雨水が流入す る御腹川 (御腹川橋 :地点 6)の 平成 21～ 25年度

における年平均値の経年変化は、表 3-1-4.2に 示す とお りである。

生物化学的酸索要求量 (BOD)は 1,0～ 1.3mと/Lの範囲内で、横ばいである。

化学的酸素要求量 (COD)は 3.7～ 4.lmg/と の範囲内で、横ばい傾向にある。

浮遊物質量 (SS)は 4～ 6mg/Lの 範囲内で、年度により変動がみ られ るが、若干

減少傾向にある。

全窒素は 0.84～ 0.94mg/Lの範囲内で横ばいであるが、若干減少傾向にある。

全燐は 0.070～ 0.077mg/Lの範囲内で、横ばい傾向にある。

塩化物イオンは 13～ 36mg/Lの範囲内で、平成 23年度まではほば横ばいであっ

たが、平成 24年度に上昇 し、翌 25年度には 13mg/Lと 大きく減少 している。

表 3-1-4.2 御腹川における水質の経年変化 (年 平均値 )

項  目 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度

BOD  (mg/し ) 1,3 1.3 1.2 1.0 1.0

COD  (mg/L) 4 1 37 3,7 38 3.9

SS   (mg/L) 5 6 5 4 4

全窒素  (mg/L) 0.92 0,94 0,92 0,91 0.84

全 リン (mg/L) 0 070 0.077 0 076 0.072 0,072

塩イ吻 イオン llng/り 19 24 22 36 13

注)調査地点 :御 腹川橋 (地 点 6:県測定)(位 置は図 3-1-4 1参照 )

出典 :「 公共用水域水質測定結果データフ‐ミース」 (千 葉県輿覧生活都ホーム▽ヘミージ)
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イ 健康項 目

健康項 目の沢1定結果は、表 3-1-4.8(1)～ (3)に 示す とお りである。

御腹川支流 日出沢川 (地 点 7)の ほ う素が環境基準を達成 していないが、他の地

点、項 目についてはすべて環境基準を達成 している。

表 3-1-4.3(1)水 質の状況 (平成 25年度 :健康項 目)

(単位 :mg/L)

)(県 ):県 による沢1定 、 (市 ):市 による浪け定
)く :定 量下限値未満
)―は未測定を示す
:「公共用水域水質測定結果データベース」 (千 葉県環境生活部ホームページ)

「平成 26年度版 きみつの環境」 (平成 27年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )

なお、県の「公共用水域水質測定結果データベース」では平成 26年度のデータが公表 されているが、市
公表のデータと年次を合わせるため、県についても平成 25年度のデータを掲載 した。

水 域 名 小 櫃 川 御腹川

地  点 名
雨城橋

(君津市 )

岩 田橋

(県 )

西賀和橋

(君 津市 )

御腹川橋

(県 )

地 点番 号 (図 3-1-4.11こ 姑応) 3 4 5 6

カ ドミウム 〈0.003 く0.0003 く0,003 く0.0003

全 シ ア ン 不検出 〈0.1 不検出

く0 001

く0 005

〈0 1

鉛

六価 クロム

く0 001 〈0 001 〈0.001

〈0 005 〈0 005 く0,005

0 001砒 素 0.001 0,001 0 001

総水銀

アル キル水銀

〈0 0005 〈0.0005 く0.0005 〈0.0005

不検出 不検出

PCB 不検出 く0,0005 不検出 〈0,0005

ジ ク ロ ロメ タン

四塩化炭藷

く0 002 〈0 002 〈0.002 〈0,002

〈0.0002 く0.0002 〈0.0002 〈0 0002

く0 00041,2ジ クロロェ タン 〈0.0004 〈0.0004 〈0,0004

1,1ジ クロロェチ レン 〈0,002 (0.01 〈0 002 〈0 01

シス 1,2ジ クロロェチ レン 〈0,004 〈0 004 く0,004 く0,004

1,1,ト トリクロロエ タン 〈0 1 〈0 1

〈0.0006

〈0 1 〈0. 1

1,1,2ト リクロロエ タン (0 0006 〈0,0006 〈0.0006

トリク ロロエチ レン く0 003 く0,003 (0.003 く0.003

テ トラ ク ロ ロエ チ レン (0.001 (0 001 く0 001 〈0.001

1,3-ジ クロロプロペ ン 〈0.0002 〈0 0002 く0 0002 〈0 0002

チ ウラム 〈0 0006 く0 0006 〈0.0006 〈0,0006

シマジン 〈0.0003 〈0.0003 く0 0003 〈0 0003

チオベ ンカルブ 〈0.002 〈0.002 〈0.002 〈0 002

(0.001ベ ンゼ ン く0.001 〈0.001 〈0,001

セ レ ン 〈0.001

0.5

〈0 001 〈0.001 く0.001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0 55 0,6 0.53

ふ つ素 〈0,08 〈0,08 〈0 08 〈0,08

ほ う素 〈0.1 〈0,1 〈0 1 〈0.1

1,4ジ オキサン (0 005 〈0 005 〈0,005 〈0.005
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表 3-1-4.3(2)水 質 の状況 (平成 25年度 :健康項 目)

(単位 /し )

(市 ):市 による測定

く:定 量下限値未満

|は 環境基蜂 (ほ う素 :l mgん 以下)を 未達成

―は未測定を示す
「平成 26年度版 きみつの環境」 (平 成 27年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )

「平成 26年版 いちはらの環境」 (平 成 27年 3月 市原市)

石神川御腹川支流 養 老川水  域  名

持 田崎橋

(市原市 )

大畑台橋

(市原市 )

日出沢川

(君津市 )

地  点  名

7 8 9地点番号 (図 3-1-4.11こ対応)

〈0,0003 〈0.0005 (0.0005カ ドミウム

〈0,1全 シア ン

く0,001

不検出

(0 001

(0,1

〈0.001鉛

〈0.005〈0,005六価 クロム

0.0020 002砒 素

〈0 005

0.001

〈0.0005 (0.0005総水銀 (0,0005

アル キル水銀 不検出

不検出 〈0,0005 (0,0005PCB
〈0.002(0.002(0.002

ヽυ.υ υ )ヽZ

〈0,0004く0.0004 〈0.00041,2ジ ク ロロエ タ ン

ジクロロメタン

四 吼 4L灰 不

〈0,002〈0.0021,1ジ クロロエ チ レン

く0.004

く0.002

〈0,004シス 1,2ジ ク ロロエ チ レン (0.004

く0 1 (0,001 く0.0011,1,1ト リクロロエ タン

〈0.00061,1,2ト リク ロロエ タン 〈0 0006

(0,003 く0,003 〈0 003

〈0.0006

トリクロロエチ レン

く0.001〈0 001テ トラクロロエチ レン く0 001

(0.0002 〈0.0002(0,00021,3-ジ クロロプロペ ン

〈0 0006 〈0.0006〈0.0006

〈0.0003 (0.0003

チ ウラム

シマ ジン 〈0.0003

〈0.002 (0,002チオベ ンカルブ 〈0 002

〈0,001 〈0 001 〈0.001

〈0.001 (0 001 く0,001

ベ ンゼ ン

セ レ ン

2.54.8 0,92硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

〈0 08ふつ素 0.10

く0, 1 〈0 1

く0,005く0 005

〈0.08

8.4

く0.00b

ほ う素

1,4ジ オ キサ ン

3-20



表 3-1-4.3(3)水 質の状況 (平成 25年度 :健康項 目)

注 1)(県 ):県 による測定、 (市 ):市 による測定
2)〈 :定 量下限値未満
3)―は未測定を示す

出典 :「 公共用水域水質測定結果データベースJ(千葉県環境生活部ホームページ)

「平成 26年 度版 きみつの環境」 (平 成 27年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )

(単 mg/L)

水 域 名 亀 山ダム貯水池

地 点 名
堤体直上流部

(県 )

ダム堰堤

(君津市 )

亀 山大橋

(県 )

亀山大橋

(君津市 )

小 月橋

(県 )

地 点番 号 (図 3-1-4.1に 対応) 11 ll 12 12 14

〈0 0003 く0.0003 〈0,0003 く0 0003 〈0 0003カ ドミウム

全 シア ン 〈0 1 不検出 〈0.1 不検出 〈0, 1

〈0 001 く0 001 〈0,001 〈0.001 0.001鉛

六価 クロム 〈0,005 〈0.005 〈0.005 く0,005 〈0 005

砒 素 〈0.001 0,001 く0.001 0,001 く0 001

総水銀 〈0,0005 〈0,0005 〈0.0005 〈0 0005

アル キル 水銀 不検出

〈0.0005

不検出

PCB 不検出

ジク ロ ロメタ ン 〈0,002

不検出

〈0.002 く0.002 〈0.002 〈0 002

〈0.0002 〈0.0002 〈0.0002 〈0 0002 〈0 0002
1,2-ジ ク ロロェ タン

四塩 化炭 素

〈0.0004 く0.0004 (0.0004 〈0.0004 く0.0004
1,1ジ ク ロロェ チ レン く0,002 く0,01 〈0.002 〈0 01

シス 1,2-ジ クロロェチ レン

〈0 01

〈0 004 〈0.004 く0 004 〈0 004 〈0 004

〈0.1 く0.1 〈0 1 く0 11,1,1ト リクロロエタン

1,1,2ト リクロロエ タン く0 0006 く0.0006 く0.0006 〈0 0006
トリクロロエチ レン (0.003 〈0 003 〈0.003 く0 003

(0.1

〈0.0006

〈0 003

(0.001 (0.001 〈0 001 〈0 001 (0 001テ トラク ロロエチ レン

1,3ジ ク ロロプ ロペ ン く0.0002 〈0.0002 (0.0002 〈0 0002 〈0,0002
チ ウラム 〈0,0006 〈0 0006 〈0.0006 〈0 0006 〈0.0006

シマ ジ ン く0 0003 〈0 0003 (0.0003 〈0 0003 〈0.0003
チオベ ンカルブ 〈0,002 〈0.002 〈0 002 (0.002
ベ ンゼ ン 〈0 001 く0.001 〈0,001 (0,001 〈0,001

〈0 002

セ レ ン 〈0.001 く0.001 〈0,001 〈0.001 〈0 001

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.27 〈0,1 0 24 0。 1 0.26

ふっ素 く0 08 0.09 く0,08 0.09 〈0,08

イよう素 〈0 1 く0.1 〈0 1 〈0.1 (0. 1

1,4ジ オキサ ン 〈0,005 〈0,005 〈0.005
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(2)「 H13生 活環境影響調査書」における調査結果

「H13生 活環境影響調査書」によると、平成 10年 7月 ～12月 に事業実施区域内の

御腹川 (図 3-1-4.1の 地点 a)に おいて既設埋立地建設前における水質調査を行

ってお り、その結果は表 R-1-4.4(1)～ (3)に 示す とお りである∩

生活環境項 目は大腸菌群数以外の項 目は環境基準を達成 してお り、健康項 目につ

いてはすべての項 目で環境基準を達成 している。また、重金属等はいずれの項 目も

定量下限値未満 となつている。

表 3-1-4.4(1)事 業実施区域付近の水質の状況 (生活環境項 目)

採水地点は事業実施区域内の御腹川 (図 3-1-4 1の 地点 a)

:は 環境基準を未達成
「君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書」 (平 成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-4.4(2)事 業実施区域付近の水質の状況 (健康項 目)

/L)

環境基準は当該文献における当時の基準値であり、改正があつた項目については現行の基準値を( )に示 した。

採水地点は事業実施区域内の御腹川 (図 3-1-4 1の 地点 a)、 採水 日は平成 10年 10月 14日

「君津乗境整備センター建設事業 生活環境影響調査書J(平成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-4.4(3)事 業実施区域付近の水質の状況 (重 金属等 )

１

２
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出

m /L)

注 1)採水地点は事業実施区域内の御腹川 (図 3-1-4 1の 地点 a)

2)採 水は表 3-1-4 4(1)に 示す 日に実施。調査結果はその平均値。

出典 :「 君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書 補遺編J(平成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )

項  目
採 水  日 (平 成 10年 ) 環境基準

(A類型 )7月 29日 8月 20日 9月 17日 10月 14日 11月 9日 12月 2日

pH 74 77 7.4 7.4 7.4 7.4 6.5～ 8.5

BOD (mg/L) 0.5未満 0.5未満 0.5 05 0.5 2.0 2以 下

DO (mg/L) 8,1 9.5 8,3 79 93 10.7 7.5以 上

ss  rmg/1) 10 2 22 7 1未満 9 25以 下

大腸菌群数

(MPN/100mL)
3.5X104 1.4X103 5,4× 102 1,3X103 1.4× 10S 1.3× 103 1,000以 下

全窒素 (mg/L) 0.44 0 41 0 70 0 38 0.40 0.33

全燐  (mgん ) 0.043 0 051 0 039 0 054 0 035 0,028

環境基準
1)

項   目 調査結果口用査結果 環境基準
1)

項   目

0004未満 0 04001(0003)カ ドミウム

0。 1未満 1

シス 1,2-ジクロロエチレン

1,1,1ト リクロロエタン全シアン

0,001未満

不検出

0.0006未満

検出されないこと

0,010001未満
0,003未満 0,03(0.00

0,006

0.05

1,1,歩 トリクロロエタン

トリクロロエチレン
鉛

六価クロム 0,005未満

0.01テ トラクロロエチレン 0001未 満0 001 0.01砒 素

0,0021,3ジクロロプロペン 0,0002未満00005未 満 0 0005

0,00600006未満不検出 検出されないこと チウラム

シマジン 0.0003未満 0,003不検出 検出さ和′ないとと

総水銀

アルキル水銀

PCB
0.002未満 0.020.002未満 0,02 チオベンカルブジクロロメタン

0.001未満 0.010 00200002未 満

0 0100040,0004未満1,2-ジ クロロエタン

四塩化炭素

― (0,8)ふつ素

ベ ンゼン

セ レン 0.001未満

0,1未満0002未満 002(0.1)1,1ジ クロロエチレン

項   目 調査結果調査結果項   目

005未満1未満 亜 鉛ノルマルヘキサン抽出物質 (鋤曲
0,1未満1未満 溶解性鉄ノルマ″ヘキサン抽出物質 (動植物潮機働
01未 満溶解性マンガン0005未満フェノール類

全 ク ロム 0.02未満0.01未 満銅
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(3)「 H21環境影響評価書」における調査結果

「H21環境影響評価書」によると、平成 18年 5月 ～平成 19年 4月 に御腹川の 5

地点 (図 3-1-4.1の 地点①～④)で実施 した水質の調査結果は、表 3-1-4.5
～ 6に示す とお りである。

生活環境項 目等は、生物化学的酸素要求量 (BOD)が最上流部である地点①で環境

基準を超 えているが、下流側 の他の地点ではすべて環境基準を達成 している。浮遊

物質量 (SS)は 、全地点で環境基準を達成 している。

有害物質等は、地点①で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふつ素、ほ う素が環境基

準を超 えているが、他の項 目はすべて環境基準を達成 している。なお、下流側の他

の地点では、すべての項 目で環境基準を達成 している。
「H21環境影響評価書」では、増設に伴い塩化物イオン、ふっ素・ ほ う素等の水

質を改善す ることを環境保全措置 として実施す ることになってお り、平成 25年 1

月に第 2水 処理施設が整備 された。その結果、表 3-1-4.9(1)に 示すように、放

流水の塩化物イオン、ふっ素、ほ う素の濃度が大きく低下 している。
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調査 地 点 (図 3-1-4.1に 紺応 )

② ③ ④

環境基準

(A類型 )① ②
′調査項 目 区 分

く05 (0.5く0.5 〈0.5 く0 5最 小

1,92.0 0.6 1.0最 大 18.0

1,0 05 0,7 0.9平均値
05 0.8 1 1 28,8

5.4

0.9

BOD

(mg/L)

75%値
2.3 2.4 2.4最 小 39 1,8

4,7 5.8 10最 大 29 4.8
3.9 4212.9 3.2 3.3

COD

(mg/し )

平均値
1 2最 小 く1 1 (1

10 8374 3 5最 大

4.0 11.3 2510 5 18 1.7

3

( )

3

mg/L
平均値

0 981 1 0,97

7.7

0.50

4.3 2.3
最 小

最 大 60

85

1.229 1.4 1.3( )

Ｔ
．

Ｎ

ｍ ｇ
／ Ｌ

平均値 27

0.040最 小 0.063
fⅢ  l身

0.0600 039
∩ ∩氏民 ∩ fⅢ 4R

0.046
f】

`Ⅲ

RR星 ―ト r、  9A

0.0800.047 0.051 0 059

T一 P

(mg/L)
平均値 0 14

1247 18 13最 小 360

30 192100 70 42最 大

57 34 21 16平均値 1043

塩化物イオン

(mg/L)

１
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４
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調査年 月 :平

表 3-1-4.5 水質調査結果 (生 活環境項 目等 )

は環境基準を未達成
「君津環境整備センター増設事業に係 る環境影響評価書J(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-4.6 水質調査結果 (有 害物質等 )

環境基準は当 における当時の基準値であり、改正があつた項目については現行の基準値をく )に 示 した。

カ ドミウムは平成 23年 10月 27日 より0 003mg/Lに改正された。

亜鉛は小櫃川水系が平成 23年 12月 9日 より水生生物項目の環境基準が当てはめられたことによる。

調査年月 :平成 18年 8月 ～平成 19年 1月 、調査回数 :調査地点①,② ,③,④は年 2回 、調査地点②
′

は年 1回

〈:定 量下限値未満、平均値は定量下限値未満の値を定量下限値に置き換えて算出

は環境基準を未達成
「君津環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書J(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社)

5月 ～平成 19年 4月 、ただ し塩化物イオンは平成 18年 11月 か ら測定

定淑の回４幣

　

　

釧

②
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点
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調査地点 (図 3-1-4 1に 対応 )

②
′

② ③ ④
環境基準

1)

単位
①

調 査項 目

〈0 001 0.01(0.003)かmg/し 〈0.001 〈0 001 く0 001

不検 出 不検出

〈0,001

不検出 検出さヤt′Fいことng/L 不検出 不検出

0,01(0,001 〈0 001 く0,001〈0.001

〈0 005 〈0,005

く0 001

〈0,005 〈0.005

mg/L

mg/し く0 005ク ロム

鉛

カ ドミウム

ア ン全 シ

0 05

0.010 001 0,001 く0 001 0.001 0 001砒 素 mg/L

く0.0005 0,0005(0 0005 (0.00051■ 8/L

不検 出 不検出 検出さイlテFいことmg/L 不検出

〈0 0005

不検出

く0 0005

不検出アル キル 水銀

総水銀

不検 出 不検出 検出されないことmg/し 不検出 不検出 不検出PCB
〈0.001 〈0 001 く0 001ng/L 〈0.001

2.5 1,3 0,95

0.01

10mg/L

〈0.001

26 12硝酸性窒素及び亜閥酸朦

セ レ ン

0.11 0 11 0.09 0.8mg/し 1.3 0 06

0 12 0 16 0 10 1mg/L 1.7 0,08イようヨミ

ふっ素

〈0 01 (001 〈0.01mg/キ (0 01銅 (0 01

0 001 0.001 0.001 (003)3)mg/L 0 017亜鉛

0 19 2.2 0,67mg/L 0.33鉄

0 014

0.39

0,05 0.05 0 08 0. 16mg/L 0,21マンガン

〈0 005 〈0,005 〈0.005 (0,005ng/L (0.005

10 075 0 067 0.092 0.084pγ

“

Q/L 0. 15

クロム

ダイオキシン類
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(4)君津環境整備セ ンターによる下流河川モニタリング調査結果

君津環境整備セ ンターでは、平成 16年 4月 の開設以来、下流河川の調査地点 (図

3-1-4.1の 地点 A～ E)の水質についてモニタリング調査を実施 している。

最近 5年間の調査結果は表 3-1-4.7に 示す とお りであ り、水質汚濁に係る環境

基準の対象項 目は、すべての年度、調査地点において環境基準を満足 している。

塩化物イオンについては、君津環境整備センターに近い怒田橋 (地 点B)では顕

著な上昇傾向がみ られたが、第 Ⅱ期増設事業の実施に伴い平成 25年 1月 に第 2水処

理施設が整備 され、逆浸透膜設備が導入 されたことか ら、平成 25年度以降の塩化物

イオン濃度は大き く低下 している。
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表 3-1-4.7 下流河川の水質の状況

上川橋及び宮川橋調 地点は、流量測定が困難なため、上川橋上 部で実施

御腹川最上流部は、放流水の影響を受けていない支流での測定値

御腹川 (全 域)は、生活環境保全に関する秦境基準の水域類型Aに 指定されている。

(:定量下限値未満
「君津環境整備センター秦境調査 年報J(平成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーター、平成 24～26年度

川 橋怒 田橋 上川橋 宮川橋御腹)地 点
`

D E

環境基準

(A類型 )B CA地点番号 (図 3-1411こ 対応 )

7/5 1/77/5 1/7 7/5 1/77/5 1/7採取 日
50 130 23 216

1/7

16
第
一関 5,0 3.8ポ/min

80 78 もb-8 b77 81 8,0 81 1 8079 77
流 量

*1

水素イオ
1,0 (05 11 11 2以 下10 0.5

79

く0.5 1.6 (05争要求量 mg/L 06的 酸

15 35 l.91.5 24 1.3 30 3.1求 量化 学 mg/し 58
2 〈1 4 2 25以 下14 〈1 2 4 2 〈1量 mg/L

80 12 84 11 75以 上83 12 80 12mg/L 79溶存酸素量
0,9 3.2 30

13

0.6 16 10 22 11度 87
47 23.8 5 118 21 8 33 22 7 48 22.8℃ 208水 温

56 61 27 ?79 7 260 310 67 61mg/L

平
成

２２
年
度

塩 fヒ 物イオン濃度
7/4 1/51/7 7/4 1/57/4 1/5採取 日
100 164

7/4

1.1 04

7/4 1  1/5

36  Ⅲ  18流 量
*tポ /min

77 78 65-8577 76 79 78

36

79

18

8.0旨数

∬/min
7.8水素イオン濃度

0.5 13 2以 下06 く05 11 0.8 13 12ミ要求量 m富 /し 〈05生物化学的酸 ;

30 20 35 34 2.5m富 /し

78

11

43 23
4

39

4

30

25以 下4 (1 3m富 /し 6浮遊物質量
化学的酸素要求量

76 11 75以 上85 13 81 12

1

mげ /1 RI

(1

ll

09 36 4307

3

24

88

(1

11

12

34濁 度

湊 左 醸 芽 暑

230 4722 2 41 22 5 38
度

℃ 27水 温

53 24 2410

31

420

22 3

く0.5

240

24

75 56 68mg/L
233

平

成

２３
年

度

塩 イ オ 度

1/91/9 7/9 1/9 7/9 7/97/9 1/9 7/9採取 日
18912 75 46 75

1/9

46 15 1だ/min 29流 量
ホIポ /min

79 6.5-8580 80 8.0 7878 78水素イオ
13 2以 下08

78

08

81

11ξ要求量 mR/L く05
8.0

(05 07生物化学的酸ラ
41 2635 2.2 22 3.4 23m宮 /L化学的酸素要求量

5 25以 下1 2 2 1 6m富/L

24

2

50

12 5浮遊物質量
84 12 75以 上91 13 90 12 88 12m貿/L 86 12溶存酸素量
43 4510 24 22 10度 63 11 47濁 度
192 77174 5,4 63

13

202 61℃ 194 47水 温
39560 440 170

203
120 150 110 57度 lllg/L 10 12

平

成

２４
年

度

塩化物イオン漂
1/7 7/2 1/7 7/2 1/77/2 1/7 7/2 1/7採取 日

２

一
２

７

一駐 26 82 2.6 14 1 188∬/min 15 10流 量・ 1∬ /min
65-8580 7.7 8.0 78 78 7672 77 75水素イオン濃度指数
2以 下13 07

78

08 〈05 08 〈05 1.2生物化学的酸素要求量
31 20 3,0 22 29 24

mg/L
m質 /L 69 22 27 29化学的酸素要求量

25以 下1 2 2 4 4niR/L 16 2 3 12 1

75以上13 90 13 8.4 :  12m質 /し 84 14 9.1 13 93
浮遊物質量

溶存酸素量
11 18 : 1,1 33 36度 96 19 25 69 21濁 度

28 183 25 189 4120 1 20 18 1 27 176℃

22 21 16  1  1710  1  11 75  1  82 25 22塩化物イオン濃度

水 温

11lg/L

平

成

２５
年
度

1/6 7/9 1/61/6 7/9 1/6 7/9 1/6 7/97/9採取 日
21 9 18617 0,8 65 45流 量

ム1∬ /min
78 65-8577 76 80 77旨数

ず/min
79 7.5水素イオ

09 2以 下07 07

4.5

08

79

65

16

79 79

17量 mE/L 0留 0,7生物化学的酸 ;

2521 33 25 34 2,4 40m宮/L 4.6 32化学的酸素要求量
25以 下2 〈1 13 3m富 /し 5

3,0

くと浮遊物質量
75以 上

2

88

(1

11 8.6 10 8,5 11m宮/L 87 12溶存酸素量
21 2.7 74 37度 28濁 度

208
16

57 208 1 76

3

11

6

21 5

85

3.1 22
8.0

44
204

13
74 20,7 6.1温 ℃

20 21 17 1511 12 69 92 20 23イオン濃度 mg/と

平

成

２６
年

度
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(5)君 津環境整備センターによる放流水モニタ リング調査結果

君津環境整備センターでは、平成 19年度か ら河川放流 口 (調整池下流)で モニタ

リング調査を実施 してお り、最近 5年間の調査結果は表 3-1-4.8(1),(2)1こ 示す
とお りである。また、併せて開設時か らモニタ リングを行っている水処理施設での

放流水の排水濃度を表 3-1-4.9(1),(2)に示す。

水質汚濁に係 る環境基準の対象項 目は、放流 日 (調整池下流)地点でほ う素が平

成 23年度までは環境基準を超過 しているが、平成 24年度以降は環境基準を達成 し

ている。その他の項 目は各年度 ともすべての項 目で環境基準を達成 している。

平成 25年 1月 に第 2水処理施設が整備 され、逆浸透膜設備、ふっ素・ほ う素のキ
レー ト吸着設備が導入 されたことから、塩化物イオン、ふっ素、ほ う素の濃度が大

きく低下 している。
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表 3-1-4.8(1)河 川放流 口 (調整池下流)の水質の状況 (年度別平均値 )

注1)公 共用水の水質汚濁に関する環境基準 (平 9,313環 告 10、 最 正 :平 26H17環 告 126)た 型の環境基準

2)カ ドミウムの環境基準は、平成 23年度から0 003 mg/し (22年度までは 0.01 mg/L)に 変更された。

3)平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/し から0 01 mg/Lに 変更された。(平 261117 環告 126)

4)整合を図るべき基準 「君津環境管理センター増設事業に係る環境影響評価書J(平 成 21年 5月 新井総合施設株式会社)による。

5)く :定 量下限値未満、( ):測 定値の (最 小値～最大値 )、 *:定量下限値未満を定量下限値 t こ置き換えて平均値を算出した値

6) は環境基準を未達成

出典 :「 君津乗境整備センター環境調査 年報」(平成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーター、平成 24～ 26年度 :日 鉄住金環境株式会社)

群24年度 25年度 26年度22年度 23年度単 位項  目

回 /年
・水素イオン濃度～塩化物イオンi12(ただし、22年度は 11)/・ その他項 目

1(た だし、26 は 2)
採取回数

218(127～ 295) 21318.1～ 326) 219(119～ 311)212(161～ 284) 200(115～ 27.1)水 温 ℃

採
取
状
況

65-85 65-8574 81 7517.2～79175171～ 771 7.591～774 1水素イオ
lぼ (く0.5～ 1.の 2.00.ず (〈0.5～ 1め il)OF≪05～ 1 0デ 71 20

8
5。 1(18～ 8.51 2.l109～271 3.15812.4～89) 45学的酸素要求量

25 259が l(1～ 24) 6.げ ((11ず ((1～ 3) 3.ぼ 1mg/L 11* ～の

5～ 101.0(04～ 1,7126(15へ491 3,710,9～ 11) 12L 38窒素含有量

浮 量

0,10 1600710.03や 0,191 006イl(0.01‐
‐01かL 008005～ 0.121 フヽ01のりん含′有量

500-700497(160～ 7701 468535813900～ 69001 5075mg/L 4827

有
害
物
質
以
外

塩化物イオン
0.01〈0002 1・ 00032)〈0002 く0002 (0002く0002カドミウム及

不 出 不検出不検出不検出 不 出シアン化合物

不不 出 不検出 不 出りん化合物 mg/L
0,01 001〈0.005〈0005 〈0005〈0005びその 合 物

005(004L六価クロム化 005
0.01 001(0005し

〈004
(0005砒素及びその化合物

00005

(0,04

〈00005

〈0005

0,0005〈00005 〈00005 (00005

〈0005

(0 04

〈0005

不検出

不検

mg/L

不 出 不検不

(004

不検出

(0005

〈00005

アルキル水銀化合物

その他の水銀化合物
銀及びア

不検出不 出

不検出

不検出 不不 出PCB mg

003・ 0013)〈0,001 〈0001
不検出

(0001 〈0001く0001トリクロロエチレン
(0001 001く0001 く0.001〈0001 〈0,001

002(0.001 (0001 〈0001〈0,001 (0.001

テトラクロロエチレン

ン'ク ロロメタン

0002〈00002 〈00002〈00002 〈00002mg/L 〈00002四塩 炭 素

〈00004 0004(00004 く00004 く0.0004L く000041,2-ン 'ク ロロエタン

01(0.001 (0001 (0,001〈0001 〈00011,1-シ
｀
クロロエチレン

004(0001 〈0,001(0001 (0001mg/L 〈0001シスー1 2-シ
｀
クロロエチレン

〈0001 1〈0001 〈0.001〈00011,1,1-トリクロロエタン
0006(00006 〈00006〈00006 〈000061,1,2-トリクロロエタン
0002(00002 〈00002〈00002 く00002

(0001

く00002

〈00006

1 3-シ
・クロロフ

°
ロヘ

°
ン mg/し

く0,0006 く00006 0006〈00006 〈00006L (00006チウラム
0003く0,0003 〈00003し 〈00003 〈00003ンマン

｀
ン

002(0002 〈0002

〈00003
(0,002く0002 〈0002チオヘ'ンカルフ L

〈0001 〈0001 001〈0001
001001〈0002 〈0002 (0002

mg/し

1 10065.3

く0 001

〈0.002

mg/し

08(0 1 0801

0 18

01

0 13

02ふっ素及びその

へ'ンセ
｀
ン

ほう素及びその化合物

セレン及びその化合物

10 10
0 39

021 0 19mg/し

3.6

(0 1

23

(0001

〈0.002

アンモニア

囲
1110(0,089～ 013) 1

0,30

0015

有
害
物
質

ダイン時 シン類

〈1 く1 (1(1 〈 1鉱油類含有量 し

(1(1L (1 (1動植物油脂類含有量 (1

(0005 (0005(0005 (0005mg/L 0010フェノー 量

0 1(005 (0.05 (005(005有 量 11lg/L

01く005 0.06/L

〈0,05

062 0,18亜鉛含有量
05

く005

013(012～ 0.13)(005mg/し有 量溶解性
05

007

021 014(0.11～017)

0 12

1.5 017マンカウ含有量
005〈003(003 〈0,03L

〈005

く0.03

079
(0 03クロム含有量

00 0 0個/cn 3 0

有
害
物
質
以
外

大腸菌
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表 3-1-4.8(2)河 川放流 口 (調整池 下流 ) の水質の状況 (平成 26年度・月別 )

項  目 単 位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月
環 境

1'

攀
殺 図

も′

袋 騨

採
取
状
況

採取 日 4/2 5/7 6/4 7/2 8/22 9/3 10/21 11/5 12/3 1/7 2/4 3/11

採取時刻 11:03 10:23 8:55 9:00 8:56 9:00 9:28 14:42 9:30 10:50 10:42 9:20
水 温 ℃ 198 244 26.8 283 311 219 23 3 242 21.0 11.9 143 154

有
害
物
質
以
外

水素イオン濃度 74 76 7.3 76 7.6 79 76 72 74 75 77 75 65-8E 65-85
生物化学的酸素要求量 m宮 /L 06 17 11 1.5 07 05 08 (05 07 20 20

化学的酸素要求量 mg/L 18 24 27 2.9 27 38 3.5 29 27 30 32 5,3 8

浮遊物質量 mg/L 3 3 2 4 2 19 6 〈l 5 8 b 25 25 25
窒素含有量 mg/L 09 12 14 12 1.6 04 07 06 07 08 17 11 5～ 10

りん含有量 mF【 /L 0.06 0,05 006 006 004 0,15 007

360

005 007 009 006 0 10 1.6

塩化物イオン mg/L 600 530 500 440 440 18 360 660 500 640 570

カト
｀
ミウム及びその化合物 mg/L 〈0002 〈0002 0003 001

シアン化 合 物 mg/L 不検出 不検出 不検出
有機 りん化合物 ng/L 不検出 不検出
鉛及びその化合物 mg/L 〈0005 〈0005 0,01 001
六価クロム化合物 mg/L 〈0,04 く004 0,05 005
砒素及びその化合物 mg/L く0005 〈0005 001 001
水銀及びアルキル水銀
その他の水銀化合物

mg/L く0000[ く0000C 00005 00005

アルキル水銀化合物 m宮 /L 不検出 不検出 不検出
PCB mg/し 不検出 不検出 不検出

トリクロロエチレン mg/L (0001 (0001
003・

0012)
テトラクロロエチレン mR/L (0001 (0001 001
シ・クロロメタン mg/L (0001 (0001 002
四塩化炭素 mg/L (0000ワ (00002 0002
1,2-ン'ク ロロエタン

1,1-ン
・クロロエチレン

破g/L く0.000コ く00004 0004
m富 /L く0001 〈0001 0.1

シスー1,2-シ クロロエチレン mg/L く0001 く0001 004
1,1,1-ト リクロロエタン mg/L 〈0,001 〈0001 1

1,1,2-ト リクロロエタン mg/L 〈0000( (0000C 0006
1,3-シ 'ク ロロフ

°
ロヘ

°
ン

チウラム

mg/L (0000乏 0.002

mg/L く0.000C 0006
シマン'ン

m自 /L く0000C 0003
チオヘ'ンカメレフ mg/L (0002 〈0.002 002
ヘ ンセ

｀
ン mg/L (0,001 く0.001 001

セレン及びその化合物 m自 /し く0002 く0002 0.01 001
ほう素及びその化合物 mg/L く0.05 006 1 1

ふつ素及びその化合物 mg/L く0 1 く0 1 08 08
アンモニア,アンモ

~ウム化物 亜硝
囲 ヒぞ予防及び硝蜘 mg/L 039 0,38 10 10

ダイオキシン類 pg-1閾′1 0089 013 1 1

有
害
物
質
以
外

鉱油類含有量 mR/L (1 (1

(1動植物油脂類含有量 mg/L (1

フェノール類含有量 mg/L 〈0.005 〈0005
鋼含有量 mg/L 〈005 〈005 01
亜鉛含有量 mg/L く005 く0.05 01

溶解性鉄含有量 m富 /L 013 0.12 0,5

溶解性マンガン含有量 mg/L 011 017 05
クロム含有量 m宮/L (0.03 く0,03 0.05
大腸菌群数 個/cmt 0 0

有
害
物
質

注 1)公共用水の水質汚濁に関する環境基準
2)平成 26年度からトツクロロエチレンの基準値

(平成 9313環告 10、 最終改正 :平 261117環告 126)ただし、A類型の環境基準
は、従前の 0 03 mg/し から0 01 mgん に変更された。(平 26H.17環告 126)

3)整合を図るべき基準 :「君津環境管理センター増設事業に係る環境影響評価書」(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社)による。
4)〈 :定量下限値未満

出典 :「 君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」(平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社)
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表 3-1-4.9(1)放 流水の水質の状況 (年 度別 平均値 )

り停フ|く
t'

騨
漁日Ё才宴予γttgる ,

理目標値
И年度 25破 264F憑蓋単位 224F憑こ 23 4FB=項  目

採取回数 □/年
〒五至=アオキサン、ダイオキシン類を除く全項目:12(ただし、22年度は 11)/・ 1,4-シ オキ

サン:22年度 11、 23,24年 度 12、 25年度 3、 26年度 1/・ ダイオキシン類 :2

243(144～ 340) 753(1℃ 22.6(16.3～ 31.Ol 22.0(14.8～ 2941 22.9(13.1～ 30.Ol水 温

〉30 〉30 〉30度 〉30 〉30透視度
〈0.1〈0.1 く01 く01mg/L (0.1残留塩素

3磁 5Q201～ 393.0 2864(136.3-42201407(63.9～ 205,0 2400Q024～300.0謂/日 2(X18(169,9～ 2654)

12.6191～ 16.31 119157～ 176184171～ 11.1) 5,9C7～861 100仕 3～ 125)

採
取
状
況

放流量
耐/時

0.01 001〈0.(X12 (0.002 (0002m富/L 〈0,002カドミウム及 の

不検出 不検出 不検出

(0,002

韓 出 不検出 稔 出m冨/L 不韻 出シアン化 合 物

不絵出不輪中 不槍出不検出 韓 出 不検出有機りん fヒ 合物 mg/L 不検出
001〈0.005 く0.005 01(0005 (0005 〈Ol(15鉛及びその化合物 ng/L

ησ/1 005 0.05〈004 〈0.04 〈004(004 〈004六価クロム化合物
mσ /1 005 005〈0,005 〈0,005 〈0.005(0.005砒素及びその化合物

00005くO IX105 〈0,0005 00005〈0(X105 〈0.0005
く銀及びアルキル水銀

`の

他の水銀化合物
mg/L

く0005

〈0、 (XX15

不検出 不検出不検出 稔 出m質 /L 不検出 不検出 稀 出アルキル水銀化合物

韓 出 不検出 不検出m宜 /L 不検出 韓 出

〈0001

不検出

03

不検出

003〈0(Xll 〈0001 (0091mg/L

PCP)

トリクロロエチレン
0.01〈0001 01(0,001 〈0001 (0001テトラクロロエチレン mg/L

02 002〈O IXll (0001mЯ/L

〈0001

く0001

〈0001 (0001 く0001ン'ク ロロメタン
002 0002〈O IX)02 く00002 (00002■質/L く00002 〈00002四塩化炭素

(O IXll)4 004 0004(O IX104 (0.(X104 〈O IXl髄ng/L 〈O IXl()41,2-シ 'ク ロロエタン
〈0001 02 002〈0(Xll (0001 くO IXll1,1-シ

｀
クロロエチレン mg/L く0,(X11

mf,/1 04 004〈0001 〈0001く0001 (0001

3 1(0.lXll 〈0.lXllmg/L 〈0001

(0001

〈0001

0.06 0006〈00006

(0.001

く0(Xllる (000∞mF/し く00006 〈0.lX106

シスー1 2-シ 'ク ロロエチレン

1,1,1-ト リクロロエタン

1,1,2-ト リクロロエタン

く00002 002 0002く0.OЭ 02 くO IX102 〈0.0002mg/L くO IX)021,3-シ
・クロロフ

°
ロヘ

°
ン

0006〈0.lX106 〈O IXllXう 006m質/L 〈0(X106 くO IX106チウラム
0.03 0003〈0.00∝ 〈0.0003m宮/L く0.0003

(O IX)∞

〈0。 (X103 く0,0003ンマン
｀
ン

02 002〈0.lX12 〈0002 く0002m宮/L 〈0.002 (0002チオヘ'ン カルフ'

〈0.001 01 0,01〈0.001 〈0001mg/L く0,001へ'ンセ
ヾ
ン

0.01〈0002 01くO IX12

(0.001

〈0002 〈O IX12セレン及びその化合物 ng/L 〈0002

崎。/1 160/((0.05～ 071 00げ (〈005～ 0.07150132～ 6.41 58＼
r45～861 331006～ 5ゼ生lほう素及びその化合物

■lσ /1

10

8 1301*(く01～00 0。 すl(01～0.1)0/悠01～00 03*((01～071 0ガ l(01～041ふつ素及びその化合物

100 101010.12～ 421 05グ (く0,05～ 11) 0.461013～ 12)mg/L 1.510.23～ 321 1310,35～ 22)アツモニア,

囲
0014 05 005〈0.05mg/し

有
害
物
質

1,4-シ
・オキサン

6916.4～75) 58～86 5,8～ 86716.8～761 706.5～751水素イオン濃度 71年 ,0～79
29

68164～7.21

0ば (〈05～ 0,91 0ぼ l〈 0.5^― ■41m質/L 0♂ ((0.5オ
ヤ21) 0.5キ (く05-00 OF((05～ 1.81 20

20 4.350(10～ 851 16106～ 271 24(1.0～391m富/L 6.4130～ 921 5212,7～891

生 学的酸素要求

学的酸素要求
40 22l*は 1～ 21 (1 (1m富/L 1げ ((1～ 1)浮遊物質量
3 1くl く1mR/L

1グ 悠1～劾

(1鉱油類含有量
(1 5 1〈1

(1

〈1 (1m富/L

(1

(1有 量植

005く0.005 050003*
((0005～0012)

〈0005フェノール類含有量
一
　

ｍ
0008キ

(く0.lX)5～0.0161

0,1

(00Э5

く005 〈0.05 l〈0,05 〈0,05 (0,05銅含有量 mg/L
1 0,101ず (〈005～0.55)m〔1/L 0231007～ 0761 01410,06～031)下鈴含有量
5 050.Oσ (く005～0.091

0.OTは 0.05～ 01の

01げは0.05～ 023)

00F(〈 0.05～ 0∞ )

011・ (〈005～ 0221/し 0.0ぼ 窯005～0.11) 0,0伊 (〈005～015)溶解性鉄含有量
51.91017～ 421 01ぼ l(005～ 035) 02σ lく 005～0381/L 201073～ 401 121023～ 1.61溶解性マンカ'

05 005〈003 (003 く0.03(0.03クロム含有量
0 3000 300

〈003

0 0 0
l固′

′cm 1l10～ 1201

12105～ 201 1203.4(19～771 42108～ 141 12⑬ 6～23)量 mg/L 38126～ 51) 65

00310,02～000 1600♂ ((001～ 0171 0.06キ lく0,01～ 0181 00メは001～ 0.041りん含有量 mg/L 00910.04～ 010
1050634193～ 8601 618060～ 820169251如 0～8(X101 5388610～ 85001ng/L

00∞48
rr、 n∩ lY、 oヽ～ n lYⅢ∩貝だ 102) 0.1

000022
1000015～ 0.0∞29

000029
10.0002～ O IX)0381lす 1【 01

536413700～ 64001

00(X〕63

1000∞ 1～0000641

00067
10.00036～ 00131

有
害
物
質
以
外

イオン

ダイオキシン類

塩化物

刀ヽ

2)ダ イオキシン類対策特別措置法に基づく水
3)維 持管理 目慄瞳 :「 君津環境管理センター

4)く :定 量下限値未満、( ):測 定値の (最

出典 :1君 津環境整備センター環境調査 年報J

質排出基準 (平 111227総 理府令第 67号 )

増設事業に係る環境影響評価書」(平 成 21年 5月 新井総合施設株式会社)による。

小値～最大値 )、 *:定 量下限値未満を定量下限値に置き換 えて平均値を算出 した値

(平 成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーターー、平成 24～ 26年度 :日 鉄住金環境株式会社 )

に の の 保 に 関 る に 791 規 25
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